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上段に満洲語、中段に漢語、下段にモンゴル語を配置する。全 8 巻 1671 頁1の大量な文字内容か
ら成る。一頁 7 行か 8 行で、172 頁の挿絵が挿入されていることにより、「中国歴代の皇帝の実録
では特殊な体裁を持つ文献である」2。 
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 例： n'aGad=u=r_a(1:024:5)「遊びに」 
    en'de=n(1:070:5)「間違えて」 
(3) モンゴル文語では、子音字<t>と<d>は同じ字形を持つと言われる。   で始まる派生的な接
尾辞について、ローマ字転写で文字の字形を再現出来るようにするため、接尾辞頭の  は<d>で
転写し、接尾辞頭の  は<t>で転写する。 
 例： dumda_du(1:184:6)「中位の」  
     Osiy_e_tU(1:196:6)「仇敵の」 
(4) 綴り上の特徴をはっきり示すため次のような補助記号を使っている。 
 「_」（アンダースコア）：一つの語が分かれて書かれている場合、その境界を表す。 





 清朝の太祖であるヌルハチの生涯を記した実録とその現存状況は、次の 4 種類である。 
① 崇徳初纂本の『太祖太后実録』（1636）記録のみ 
② 順治重修『太祖武皇帝実録』（1655） 満漢 
③ 康熙改修『太祖高皇帝実録』（1686）満漢 
④ 乾隆四十六年（1781） の『満洲実録』満漢蒙 







   gosin onco h@waliyasun enduringge han ejen i hesei dergi taidzu, abkai hese be alifi 
forgon be mukdembuhe, gurun i ten be fukjin ilibuha, ferguwecuke gungge gosin hiyooSungga 
horonggo enduringge h@wangdi, dergi teiheo gosin hiyooSungga doro de ak@mbuha, ginggun 
ijish@n h@turingge eldengge enduringge h@wangheo i yabuha yargiyan kooli be, manju monggo 
                                                   
5 以下の文章は『旧満洲璫』第十冊、5297 頁、宇字璫の崇徳元年十一月十五日の記事を松村潤が『清太祖実録の
研究』[2001：2] に書いたものによった。松村潤はこの表文の出典を 5297 頁と註につけたが、引用した文章は
5298 頁の 6 行目から 5300 頁の 1 行目にある。 
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nikan ilan gurun i gisun bithe arame wajifi, tumen jalan I suduri obuha, wesihun erdemungge 













 『太祖高皇帝実録』は 1686 年に告成されたもので、その序文によれば、満洲語と漢語の編纂






④ 乾隆四十六年（1781 年）『満洲実録』 
 『満洲実録』は、満洲語、漢語、蒙古語の対訳の体裁を取っている。清太祖実録の中で、モン
ゴル語が見られる唯一の実録である。一頁を上中下の 3 段に分け、上段に満洲語、中段に漢語、
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（中位形）が使われ、子音字の前に位置する場合、点のない  が用いられる。 
 『満洲実録』では、子音字の前に位置する子音字<n>は現代モンゴル文語と同じく点を持たない。 
 しかし、子音字<n>は母音字の前に位置する場合、点を持つ字形が 827 回表れ、点を持たない字
形は 23 回現れる。点を持たない字形は、頭位形に 15 回、中位形に 8 回現れる。 
 本稿では、母音字の前の点のある<n>と子音字の前の点のない<n>を<n>で転写し、異なる場合は 
<n'>で転写する。 
 奉天故宮本では、母音字の前の頭位形に現れる点のない子音字<n'>は  n'oyan「貝勒」の語
幹に 6 回現れる。これらは北京故宮本では、すべて点を付けた  で現れる。これ以外の、奉天故
宮本の第一巻に現れる  n'uGun「小さい男の子」（3 回）、 n'aGadu=r_a「遊びに」（2 回）
 n'ijeged「一人ずつ」（1 回）は、北京故宮本でも点のない表記で現れる。頭位形に現れる母
音字の前の点のない子音字<n'>は第 1 巻に限って、二つの異本で同じ 6 箇所現れる。このことか
ら見れば、点のない<n>は古い特徴を残存している可能性がある。例： 
       noyad(1:077:2)「貝勒たち」 
    sonus=cu(1:053:6)「聞いて」 








(2) 子音字<p>の表記   
  現代モンゴル文語では、母音字の前に現れる子音字<p>は  で表記される。 
 『満洲実録』では、子音字<p>を  字形で表記する。例： 
     pou(7:010:2) 「砲」 
    ping(7:019:8)「（平夷門の）平」 
 栗林均[2006：前書きⅹ] によると、 の字形は、13・14 世紀のモンゴル文字にはなく、もっぱ 
ら擬音語、擬態語や外来語の音を写すために新しい時代に作られたものである。 
『満洲実録』では、現代モンゴル文語の子音字<p>の字形  は一切現れない。 
 
(3) 子音字<G>の点を持たない字形 
現代モンゴル文語では、子音字<G>が、母音字の前（音節頭）では、点を持つ字形      で、
子音字の前（音節末）では、点のない表記    である。 
 『満洲実録』では、子音字<G>は、母音字の前でも、子音字の前でも全て点を持たない     
が用いられている。 
 子音字<G>は一貫して点を持たないため、本論文ではこれを<G>で転写する。例： 
    Gurban(7:020:2)「三つの」 
    qaGalG_a(7:022:3)「門」 




(4) 子音字<s>の末位形の  字形 
 モンゴル語の文献では、子音字<s>の末位形に の字形が現れる。中絶末位形には との字形が
現れる。 
 『満洲実録』で子音字<s>の末位形には、多くの場合 の字形が用いられる。 は<basa>「また」、 
<ese>「否定詞」の 2 語 にしか現れない。「否定詞」<ese>は全巻で、148 回現れる。その内、 は
計 138 回現れ、 は計 10 回現れる。 
  本稿では、出現回数の多い の字形を<s>で表記し、少数現れる 字形を<s'>で転写する。例： 
      ulus (4:020:1)「国」 
     es_e (4:022:1)「～ない、～しない」 
  es'_e(4:008:2)「～ない、～しない」 
 N.POPPE[1974：23]では、子音字<s>の末位形の以上の二つの字形について、「 は古典式モン
ゴル文語6に現れ、 は古代の文献に使われる」と述べている。『満洲実録』では子音字<s>の末位
                                                   
6 モンゴル語の歴史は、N. Poppe [1954 : 4-5] によれば、13 世紀までの原始モンゴル語（Ancient Mongolian）、
以後 16 世紀末までの中期モンゴル語（Middle Mongolian）、およびそれ以降の近代モンゴル語（Modern Mongolian）
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形に 字形が数多く現れることからみれば、 はただ古代の文献に使われていたとは言えない。 
 
(5) 子音字<y>の頭位形と中位形 （カギがない）の字形 
 現代モンゴル文語では、子音字<y>の頭位形と中位形は  で表記する。 
 『満洲実録』では、子音字<y>の頭位形も、中位形も （カギがない）の字形が用いられる。 
 モンゴル語の文献では、先古典期モンゴル文語にはカギのない  が現れる。 
本稿では、単語の意味によって、頭位形  の字形を子音字<j>と<y>を区別して転写する。例： 
       yabudal (7:130:3)「事」 
     Guyu=basu (1:197:1)「請えば」 
        jarlaG(7:021:6)「仰せ」 
 『満洲実録』の<y>がカギがない  で表記されているのは、古風なモンゴル語の特徴が現れて
いる。 
 
(6) 子音字<c>の中位形に現れる  の字形 
 現代モンゴル文語の子音字<c>の中位形は  で表記する。 
『満洲実録』では、子音字 <c> の中位形の 99％は現代モンゴル文語と同じく  と表記される
が、単語 Oc’i=「言え～」の中位形の<c>がは 30 回現れる中、5 回は （<j>の語中の字形）で現
れている。ここでは、子音字<c>の中位形は  の表記と異なるため、<c'>で転写する。例： 
 Oc'i=besU (7:129:4)「言えば」 
  belc'ir (5:019:4)「合流地点」 
  斯琴高娃[2007]によれば、先古典期モンゴル文語の子音字<c>は全て  の字形で表記される7。 
 先古典期モンゴル文語が記される文献から分かるのは、<j> 、<c>  の形は区別されていなかっ
た、両方とも  の形で表記されていたということである。 











                                                                                                                                                               
の 3 段階に区分される。そして、N. Poppe [1954 : 14-16] によれば、モンゴル文語の歴史も三段階に分けられる：
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 以下は、(1)～(3) の順に検討する。 
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 表 1 『満洲実録』の子音字 <q,G,n,m,l,y,r> の後に現れる母音字 <a/e> の表記と現代 













 qalqa(2 回) 
 jaqa(1 回) 
共：84 回 
 qalq_a(53 回) 






 qaGalGa(1 回) 
 ayaGa(1 回) 
 sanaGa(2 回) 
 malaGa(1 回) 
 torGa(1 回) 
共：78 回 
 qaGalG_a(50 回) 
 ayaG_a(3 回) 
 sanaG_a(4 回) 
 malaG_a(7 回) 









 quluGana(1 回) 
 qoyina(6 回) 
 Gadana(5 回) 
 doruna(6 回) 
 tana(1 回) 
共：175 回 
 quluGan_a(4 回) 
 qoyin_a(152 回) 
 Gadan_a(12 回) 
 dorun_a(6 回) 









 yaGuma(2 回) 
 seleme(1 回) 
共：2 回 






 tala(36 回) 
 yala(13 回) 
 ele(2 回) 
 Utele(6 回) 
共：48 回 
現れない 
 yal_a(2 回) 
 el_e(45 回) 








 ter_e(23 回) 
sara(147 回) 
qara( 21 回) 
共：443 回 
 tere(440 回) 
 sar_a( 1 回) 







 Osiye(1 回) 
 kUriye(1 回) 
共：2 回 
 Osiy_e(1 回) 
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る「語気助詞」はここでは、殆ど  el_eで表記される。 
 
(2) 子音字<s>の後の語末の母音字<a/e>の表記 
 『満洲実録』では語末の母音字<a/e>は子音字<s>の後は離して書かれる場合がある。   
 子音字<s>の後の語末の母音字<a/e>の表記と出現回数、及び現代モンゴル文語の表記との比較
を示せば、表 2 のようである。 
 
 表 2『満洲実録』の子音字<s>の後の語末の母音字<a/e>の例と現代モンゴル文語の表記との 
      対照と出現回数 




 es_e(1:073:7) (138 回) 
 bas_a(1:118:4) (100 回) 
 bUs_e(6:086:1) (4 回) 
 ese(1:088:1) (26 回) 
 basa(1:046:5) (48 回) 





 表 2 から：子音字<s>の後の語末の母音字<a/e>は現代モンゴル文語と同じく繋げて書かれる表
記と離して書かれる表記が併存していて、子音字<s>の後の語末の母音字<a/e>が離れて書かれる
表記が数多く現れる。 









ば、表 3 のようになる。 
 
 表 3 『満洲実録』の奪格語尾<-aca/-ece>の前の語末の母音字<a/e>の綴りと出現回数 
綴り 奪格語尾<-aca/-ece>の前の語末の母音字<a/e>の綴り 









 表 3 からみれば、『満洲実録』では、現代モンゴル文語と同じく脱落しない表記が現代モンゴル
文語と異なる脱落する表記より数多く現れる。語末の母音字<a/e>が奪格語尾<-aca/-ece>の前で
は、場所と方向を表す単語が付くとき、脱落する場合がある。 
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3.2.2. 接尾辞の綴りの特徴 
 『満洲実録』の接尾辞の表記上の特徴は主に、以下の 2 つに分けられる。 
(1)「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞   
(2) 副詞を作る派生接尾辞  
 次に、この順で検討していくことにする。 
(1)「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞   
 現代モンゴル文語では、「方向」と「～を持っている」を表す同じ形を持っている接尾辞として 
 が現れ、語幹と繋げて書かれる。例： 
    dumdadu「真ん中の」、  neretU「名前を持つ」 
 『満洲実録』では、「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞として  と  が現れる。 は
語幹と繋げて書かれる場合と離して書かれる場合がある。 は語幹と離して書かれる。 
 ここでは、「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞の  を<_du/_dU>で転写し、 を<_tu/_tU> 
で転写する。 
 「方向」を表す接尾辞を「方向」で、「～を持っている」を表す接尾辞を「持つ」で代表させて、
語幹との綴りを表で示せば、表 4 のようである。 
 























 表 4 を見れば、『満洲実録』の「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞には、現代モンゴル
文語と同じく、 の繋げて書かれる表記が現れる以外、現代モンゴル文語と異なる接尾辞  が
現れることが分かる。 
 『満洲実録』に現れる「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞   のそれぞれの綴りと出
現回数を表で示せば、表 5 のようである。 
 
 表 5「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞    の綴りと出現回数 
意味   
綴り 繋げて 離して 離して 
回数 712 回 97 回 86 回 
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 表 5 から見るように、 <_du/_dU>の現代モンゴル文語と同じように繋げて書かれるのは 79％で
ある。現代モンゴル文語と異なり離して書かれる  <_du/_dU> は 11％、 <_tu/_tU>は 10％であ
る。 
 現代モンゴル文語と同じように繋げて書かれるのは、より多く現れるが、離して書かれる 
 <_du/_dU>  <_tu/_tU>も併存していることが分かる。 
 
(2) 副詞を作る接尾辞   
 現代モンゴル文語では、副詞を作る接尾辞を表す接尾辞には  が現れ、語幹と繋げて書かれ
る。 
 『満洲実録』の副詞を作る接尾辞には   が現れた。副詞を作る接尾辞   の綴りと出現
回数を表で示せば、表 6 のようである。 
  
 表 6 副詞を作る接尾辞   










 yeke_de(1:165:1)  








 nigen_te(3:078:6)  
 
  
 表 6 から見るように、 は語幹と繋げて書かれる場合と分けて書かれる場合がある。一方 
は分けて書かれる。 
 『満洲実録』に現れる副詞を作る接尾辞   の綴りと出現回数を表で示せば、表 7 のようであ
る。 
 
 表 7 副詞を作る接尾辞   の綴りと出現回数 
接尾辞   
綴り 繋げて 離して 離して 
回数 237 回 55 回 3 回 
  
 表 7 からみるように、出現回数の多くは、現代モンゴル文語と同じく繋げて書かれる  は 81％
である。 が現代モンゴル文語と異なって、離して書かれることも少数ではあるが観察される。
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 例： n'aGad=u=r_a「遊びに」。 






 例： es_e「（否定詞）～ない、～しない」、  bUs_e「布」 
⑤ 奪格語尾<-aca/-ece>の前に現れる語末の母音字<a/e> が脱落する場合がある。 
 例： emUn-ece(1:004:8)「南方から」、 umar-aca(1:005:3)「北方から」 
⑥「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞   は現代モンゴル文語と同じく繋げて書かれ
るのが、数多く現れるが、語幹から離して書かれる  <_du/_dU>  <_tu/_tU> も併存して 
いる。例： dumda_du(1:184:6),  dumda_tu(1:172:5) 
⑦ 副詞を作る接尾辞    は現代モンゴル文語と同じく繋げて書かれるのが、数多く現れるが、
離して書かれる<_da/_da>  <_ta/_ta>も併存している。 







 例：子音字<m>の場合、 yaGuma,  yaGum_a 「もの」。 
    子音字<l>の場合、 yala,  yal_a「罪」。 
      子音字<r>の場合、単語 sara「月」と  qara「黒」は多くの場合、現代モンゴル文語 
        と異なって書かれる。 tere「それ、その」は殆ど現代モンゴル文語と同じく書かれる。 
      子音字<y>の場合、 Osiye,  Osiy_e「仇」。 
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